
種 類 対象者 冊数 

健康手帳 ４０歳～６４歳 ２，５００ 

健康づくり手帳 ６５歳以上 １，１１０ 

種 類 実施時期 人 数 

街頭キャンペーン  ９月・３月  ２，０００ 

機器によるストレスチェック ９月２回 ３月   ５１６ 

講演会  ３月   ３０２ 

パンフレット配布  通年 ３，４１０ 

公用車にマグネットによる啓発  通年  

種 類 回数 人 数 

こころの相談会 ５ ９ 

種 類 実施時期 人 数 

相談業務従事者対象 １２月に２回  ４５ 

市職員対象 １月   ７４ 

決算書掲載頁　P145

健康診査や健康教育の記録、その他健康の保持のために必要な事項を手帳に記載することにより、自らの健康管理と
適切な医療に資すること。
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直営 昭和60年度 健康増進法　　第１７条

保健事業参加者で手帳交付を希望する４０歳～６４歳の市民

健康手帳の普及啓発。
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こころの健康づくりを推進し、自殺者の減少をめざす。
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細事業：こころの健康づくり事業 06事業
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直営 平成21年度 自殺対策基本法　第４条

啓発に関しては全市民
相談会に関しては、うつ予防に関して相談のある市民　　約１０人

ゲートキーパー養成講座の充実を図る。他部署との連携を進める。
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市民向け講演会やストレスチェック、街頭キャンペーン、パンフレット配布などによる啓発、こころの相談会、職員向けの
研修会を行う。全事業参加者数２６００人目
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一人あたり
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細事業：健康手帳交付事業                                

１．健康手帳交付事業 

特定健診・保健指導の記録、その他健康の保持のために必要な事項を記載し、自らの健康管理と適切な医療に資

することを目的に、４０歳以上の健康診査の受診者、健康相談の利用者、健康教育の受講者に健康手帳を交付した。 

４０歳～６４最の市民には健康手帳を、６５歳以上の市民には高齢者用の健康づくり手帳を交付した。 

手帳の内容は、特定健康診査の記録、特定保健指導の記録、歯周疾患検診の記録、骨粗しょう症検診の記録、が

ん検診の記録、特定健康診査の検査内容の説明、血圧と体重の記録、健康教育の記録、健康相談の記録、機能訓練

の記録、訪問指導の記録、医療の記録及び健康づくりに関するワンポイントアドバイスとなっている。                              

 

 

 

 

 

細事業：こころの健康づくり事業                        

１．こころの健康づくり啓発事業 

自殺者が増加している現状や自殺防止対策の必要性を啓発し、こころの健康づくりを推進するために、講演会や

街頭で自殺防止キャンペーンを実施した。また、いきいき健康展やフォレスト三日市においてストレス測定を実施

した。世界自殺予防デーの９月、自殺対策強化月間の３月に集中して事業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こころの相談会 

 自殺と関連が深いうつ対策として、臨床心理士によるこころの相談会を実施した。自殺はさまざまな要因が重な

ることが多いため、総合的な相談であるくらしの総合相談と同時開催（年２回）と保健センター（１回）、ストレス

測定時（２回）で実施した。 

 

 

 

３．人材育成 

 市民対象に相談業務に従事している相談員や市役所職員を対象に、自殺対策のためのゲートキーパー養成研修を

実施するとともに、テキストとなるゲートキーパー手帳を作成した。 

 

 

 

 

   ※ゲートキーパー 

    ･･･ 悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聴き、必要な相談窓口につなげ、見守る人のことをいう。 

種 類 対象者 冊数 

健康手帳 ４０歳～６４歳 ２，５００ 

健康づくり手帳 ６５歳以上 １，１１０ 

種 類 実施時期 人 数 

街頭キャンペーン  ９月・３月  ２，０００ 

機器によるストレスチェック ９月２回 ３月   ５１６ 

講演会  ３月   ３０２ 

パンフレット配布  通年 ３，４１０ 

公用車にマグネットによる啓発  通年  

種 類 回数 人 数 

こころの相談会 ５ ９ 

種 類 実施時期 人 数 

相談業務従事者対象 １２月に２回  ４５ 

市職員対象 １月   ７４ 


